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P 一懸 3　 胎児循環維持に かかわ る 1擠帯動脈 の 収

縮反応
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i
’
e！easing 　fact（，r （CRFりお よびそ の関連蛋 白質の 胎

盤，子宮筋における発現調節

徳島大

竹治尚志，三 谷龍史篠 原康二 ，前田和寿鎌 田 正晴，

宵野 敏博

浜松医 大

藤城 　卓，小 林 浩，朝比奈俊彦，山下美和，

松下良拍，小林降夫，寺尾俊彦

【1「的〕 胎児
・
胎盤循 環 は 母体か ら独立 して 維持

さ れ て い る と 考 え ら れ る 。本研究 で は，胎児循環維

待 の 特 徴を明 らか に す る 日的 で 、糖帯動脈 と子宮

動脈 に お け る 血 管 収 縮 反 応 に 差があ る か どうか を

検討 した。血管収縮 物質 と して は従来知 られ て い

たKCI および Endothclln（ET ）
− 1 の 他 ，新た に 発

見された l！1L管作働性 ペ プチ ド，ET −一⊥ （⊥
−30 を 用

い た。

〔方法 】1） 患者の 同意 を得た 上 で ，分娩後 の 臍 帯

動脈お よび r’宮摘出術後の 子宮動脈 （−L行枝） を

分離 しKr〔｝bs液 に て 充分に洗浄し た tt
　2） rf旺管収縮

反応 の 測定 はUFER マ イ ク ロ イ
ージ…

マ グ ヌ ス を

用 い た。すなわち輪状 （長 さ3mm ） に 切断 した 動

脈 をマ グヌ ス 管の フ ッ ク に セ ッ トし，lg の 酪止張 力

を 120分負荷 して 張力 を 安定 させた後 ，5〔〕rr／M の

KC1 を 添加 して 面管 の 収縮を測定した。3）管内を

Krebs液 で 充分 に 洗 浄 し て 静 止張 力 に 戻 っ た 後

E
’
1
−一

上 あ る い は，ET
−1　（13D を 添加 して ，KCI に

よる 収縮を⊥OO ％ と し て 張力を算定 した。

［成績】 D 子宮動脈は KCI 添加 に よ り，組繊湿重

量 lgあ たり252 ± 185g （r／−48＞ と 強 い 収縮反応

を 示したが，臍帯動脈 σ）収縮力 は4＆4 ±35．3g （n

＝23 ） と 有意 に （p 〈 0．〔）OOD 弱か っ た．t　 2）

ET・−1に よる 資富動脈 の 収縮 は KC1 の 53．8％ で あ っ

たが 、ET −1　（1−31） で は 8．4％ と有意 に （1）〈

O．OO5）弱か っ た。3＞臍帯動脈 で は，ET − 1お よ び

ET −1　（13D 　に よ る 収 縮が そ れぞれ KC1の ⊥05％

および 153 ％ と特 にE
’
ILt （⊥

−3」．） に 対 し強い 反

応性を 示 した。

〔結論〕　 臍帯動脈 の 収縮 15〜応 の 調 節 は，子 宮動 II侵

とは異 っ て お り，特 にET−．1　（1−31） の 役割が大 き

い と考 え られ る、、

［N的」CQ抗 1cQtropin−releasi   factQr（CRF ）｝鉢

来脳 に 存僅す る 神経ペ プチ ドで あ る が
， 胎盤 に も

存在し，分娩直前に は非妓時 の 1000 倍にも上昇

し， 陣痛発来と密接 に関連する．CRF はオキ シ ト

シ ン や プ ロ ス タ グ ラ ン デ ィ ン の 子 宮収 縮増強作用

を有す るペ プチ ドである，今回，我 々 はヒ ト胎盤

お よび子宮筋に おける CRF ，そ の活性を中秘する

CRF −−bindk〕g　proteill（CRF −BP ），そ の レセ プタ
ー一

で あ る CRF 　receptc ）r　type −1 （CRF −Rl）お よび

CRF −R2 の 局在 を免疫組織染色 に よ り検討 し た．

ま た ，陣痛発来 前後 に おけ る 変化 も 比較 した．匚方

法］本研究で は組織採取に あた っ て はす べ て の 患者

よ りイン フ t −一
ム ドコ ン セ ン トを得 て 行 っ た ．陣

痛発来 前 の 胎 盤 お よ び 子 宮筋は 4 例 の 予 定 帝王 切

開患 者よ り，また陣痛発来後 の 組織は緊急帝王切

開患者 3例から入于した （38 週か ら 41 週に採取）．

CRF ，　CRF −BP ，　CRF −R1 ，CRF −R2 に 対するポリク

ロ ナル抗体は各々 の 合成 ペ プチ ドに 対す る抗家兎

抗体を独自に作成 した．凍 結切片組織 を用 い ，闘

接酵素抗 体法 に よ り免疫 組 織染色 を行 っ た、［成績l

CRF お よび CRF −BP は arrmiOn 　epithelial 　cells ，

decidual　ce疑s
，　c’ixtravilloi ．is　cytotrophoblasts

，

syllcytiotrophoblasts お よ び子宮筋組織に染色さ

れ 陣痛の有無による染色性 の 差は認められなか っ

た、しかし，CRF− BP の 子宮筋で の発現は陣痛発

来後に 消失し た．一一
方，CRF レ セ プタ

ーに 関 して

は，陣痛発来後の 子宮筋に の み CRF −R⊥ が発現 し

た が，CR 工？
−R2 の 発現は陣痛発来 前後 と も認 め ら

れ なか っ た ，［結論］陣痛発来後の 子宮筋組織では

CRF −BP の 消失 と CRF −R1 の 発現 が 認 め られ ，こ

の 変化がCRF に よ る 陣痛発来 と密接 に 関連 し て い

る．
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